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 NEWS LETTER 

全国の本好きが”今読んでほしいイチオシ本”を選ぶ 

「読書メーター大賞2027」 

11/11、ノミネート20作品公開＆一般投票開始 

～若林正恭『青天』、東野圭吾『永遠の記憶』など今年を彩る人気作が選出～ 

 

株式会社ドワンゴは、同社が運営する国内最大級の本のレビュー投稿サイト「読書メーター」にて、2026年11月11日（水）から12

月8日（火）の期間中、”今読んでほしいイチオシ本”を決定するユーザー参加型投票企画「読書メーター大賞2027」の一般投票を実

施します。あわせて、本日より特設サイトにてノミネート20作品を公開します。 

 

 

本企画は、本とコミックの情報誌『ダ・ヴィンチ』で2001年に始まった「BOOK OF THE YEAR」内の特集「読書メーター OF THE YEA

R」を前身とし、2018年からは「読書メーター」にて毎年開催しています。今年は企画をリニューアルし「読書メーター大賞」へと改称。ノミネ

ート作品の選出方法を、従来の年間レビュー数集計からユーザーによる推薦型へと刷新するなど、これまで以上に本好きの”熱量”を反映

する形へと生まれ変わりました。 

選出は、本サービスを活用し日頃から読書を楽しんでいるユーザーから「この1年で読んだ本の中で、今読んでほしいイチオシ本」を”推し

コメント”とともに募り、上位20作品をノミネートとして選定。一般投票を経てTOP10を決定します。 

ノミネート作品には、オードリー・若林正恭初の小説として話題を呼んだ『青天』や、東野圭吾の最新作『永遠の記憶』、「２０２６年

本屋大賞」を受賞した『イン・ザ・メガチャーチ』（著：朝井リョウ）、待望の新章として多くの読者から支持を集めた『幽冥の岸 十二国記』

（著：小野不由美）、「第39回柴田錬三郎賞」を受賞した長編ミステリー『ファイア・ドーム』（著：辻村深月）など、2026年の読書

界を沸かせた人気作が名を連ねています。 

 投票結果は、2027年1月8日（金）正午に読書メーターサイト上にて発表します。あわせて、本好きの誰かひとりに深く刺さった本や、

読んだ本登録数など、独自の切り口で表彰する「セレクション部門」各賞も発表します。 

 

 

┃「読書メーター大賞2027」開催概要 

＜一般投票＞ 

■投票期間：2026年11月11日（水）12:00～12月8日（火）23:59 

■特設サイト：https://media.bookmeter.com/2026/11/boty2026-vote.html?track=pr 

■投票方法：読書メーターに会員登録（無料）し、特設サイトの投票ボタンより投票 

■投票条件：一人につき1回のみ、最大3作品まで投票可能 

■投票特典：投票した方全員に、電子書籍ストア「BOOK☆WALKER」で使える500円OFFクーポンを贈呈します 

また、投票した方の中から抽選で30名に読書メーター大賞限定の「トートバッグ」をプレゼントします 

■結果発表：2027年1月8日（金）正午 ※読書メーターサイト上にて発表 

 

https://media.bookmeter.com/2026/11/boty2026-vote.html?track=pr
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┃ノミネート20作品 

（※タイトル五十音順） 

• 若林正恭『青天』（文藝春秋） 

• 藤岡陽子『青のナースシューズ』（KADOKAWA） 

• 朝井リョウ『イン・ザ・メガチャーチ』（日経BP 日本経済新聞出版） 

• 東野圭吾『永遠の記憶』（文藝春秋） 

• 夏川草介『エピクロスの処方箋』（水鈴社） 

• 村上春樹『夏帆 The Tale of KAHO』（新潮社） 

• ロバート・ジャクソン・ベネット『記銘師ディンの事件録 木に殺された男』（早川書房） 

• 野宮有『殺し屋の営業術』（講談社） 

• 滝沢志郎『咲良は上手に説明したい！』（PHP研究所） 

• 村田沙耶香『世界99』（集英社） 

• 吉田 修一『タイム・アフター・タイム』（幻冬舎） 

• フリーダ・マクファデン『ハウスメイド』（早川書房） 

• 伏尾美紀『百年の時効』（幻冬舎） 

• 辻村深月『ファイア・ドーム』（小学館） 

• 池井戸潤『ブティック』（ダイヤモンド社） 

• 奥田英朗『普天を我が手に 第一部』（講談社） 

• アンディ・ウィアー『プロジェクト・ヘイル・メアリー』（早川書房） 

• 小野不由美『幽冥の岸 十二国記』（新潮社） 

• 夕木春央『楽園』（講談社） 

• 金子玲介『私たちはたしかに光ってたんだ』（文藝春秋） 

 

 

 

┃「読書メーター」とは 

株式会社ドワンゴが運営する、総レビュー投稿数3,800万件を誇る国内最大級の本のレビュー投稿サイトです。 

読んだ本・読みたい本など、状況に分けて書籍を登録、読書量をグラフで記録管理できるアプリ・webサイト。読書習慣の維持、向上はも

ちろん買い忘れや二重買い防止などにも効果的。書評・レビューサイトとして、本の感想・レビューやユーザーとの交流を通じて、読書の幅を

広げ、読書をより一層楽しくするサービスです。 

2021年より開始した図書館との連携は、現時点で46自治体を超え、一部の図書館サイトにはレビュー提供も実施しています。 

■公式HP：https://bookmeter.com/ 

■公 式 X：https://x.com/bookmeter 


